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 子宮内装具(1Uρ)の子宮多糖体に及ぼす影響
 子宮内装具(工UD)の避妊に対する作用機序江よくわかっていない。一方ムコ多糖体(MP
 8)が妊卵の着床に重要な役割を果すことが示唆されている。本研究は,ホルモン支配下にお・け
 る子自MPSの変化に対するエUDの影響を生1ヒ学的にしらべ,エUDの作用機序の一重ll,捉解明
 しようとして実施された。
 第1報子宮内装具の家兎子宮多糖体に及ぼす影響
 本報告でほ,家兎の←方の子宮角に絹糸を挿入し,他方を対照として,hU・皿au面orio-
 niCgOnad.〇七rOP五in(HCG・)投与9⊂よって生ずる子宮MPS値成々分の含量の変動を
 経時的にしらべた。まづ,経時的に摘出した子宮角ぱ,水分含量を測定してから,乾燥脱脂粉末
 とし騨これよりProna8eP消化,除蛋白を行い,MPS画分を抽出精製した。次いで,そ'の泌
 PSの構成々分を定超iし,比較検討を行った。結;果を要約・すると,1)子宮湿重重1江工UDによ
 って約20%の増加を示した。しかし,エUDによる水分含有率への影響は認められなかった。
 2)単位朝栗重琶当りのhexo9∂,fUco8e.8ia■i“acid及びsulfa七eの含量葎,
 HCα投与によって一嘉三明に変動した。エUDはこの変動のPαt七ernを変えるもの℃■なかったが,
 これら成分の増量抑制効果をノ∫llした05)He(}投与及び工UDによる亘eXOsa皿ine含量iの
 変:納は僅力・であっltc4)He}⊆Urorlic亀ciα禽二瞬1ぱHC(}投一与によむ1斬1成した;が,工UDlて
 よる影響紅認められなかった。5)SUlfateとhexurOr江Cacid含量のモル比は.対照群
 で江HeG投与による影縛が殆んど次かつたが,エUDの存在下で身ま漸増ナる頃向がみられた。
 以上のことから,家兎子宮多種体厚HOG投与に続く体内ホルモンの変化に顕著な影響を受け
 ること,又,1巨D11tこれらの変化正対し主として抑制効果を示すことが明らかになった。
 弟2鞭子宮内蓑臭の人子宮内膜多硝体に及ぼす影響
 エUD庚,組入子宮内膜と対照内膜を・塘夕直期前甚L」及び後期・分泌期前期及び後期の4群に分け、
 MPSの{竈菱的i育成々分イ濡であるhexoe亀heXOl号〔し皿i且∈)匹之びhgXUronicacid.を走
 重L,講者の異同をしらべた。結果として,1)Hexo8q幽δ,対照群も工UD群も共κ,全
 知を通じて漸増した。しかし,エUD!l靴t全期にわたり.対照群にくらべ約50-49%甑い値
 を示した。2)HeXOeaI肛neイ画才,対照詳てにt,塘醸継後期をこ垢∫jl』し,分泌期前期に減少,
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 分泌期後期に再び増加した。これに対し,エUD群では,増殖期から分泌期前期まで次第に塘加
 を続`す,分・1心切三碧輿に{罫1少を示した。しかも,そ'の含董iに工,分・泌期前1身3を陳套,工UD群てば対
 }照群よ診約50-45%低い1直を再愛した1てもヵ・、わらづ書,分泌1躬前真塩'こにt逆1て糸95096も高い1直
 を示した05)HexurOnicaci餌直の変動はhexosanline値`りそれに類似していた。し.
 かし,工UD群の分泌期前期に於ける増量ほ著しく,増殖期後期の約2倍,対照群の同期の約2.5
 倍であったっ
 以上の実験成績漂,エU⊃の存在により,一方で江子宮内膜亘〇二乳OSOの低下を・他方て詑
 hexo臼amine・r上exurOnicacid・値の増肌期に1お・ける陰干・減少期に於ける異常な上昇
 を招く事を示している。前者雇主に内膜9ユyco96nの増量抑制を,後者ぱホルモン支配下に於
 ける酸性}五PSの正常な変動patternの遅れを示唆している。
 以上の鐸聾・2報の研究成績から,エUDの作用機序の一つとして,ホルモン支配下に起る子
 宮多糖体の正常な生化学的変化に対し,エUDが掬制又は遅延効果を示すことにより,妊卵の着
 床・発育に対応する子宮の準鋳態勢不全と異常化をもたらし,妊卵の着床阻害をまねくものと推
 論した。
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 審査結果:の要旨 E
 子営内装具(王UD)の避妊に対ナる作用機序はよくわかってい左い。本慨究は,その作用機
 序を生化学的に解明する目的で,ホルモン支配干に参こる子宮多糖体の変化に対するτUDの影
 響をしらへたものであ』ζ、。
 第一報にお・いては,家璽の一方の子宮角に絹糸を挿入し,他方を対照として,hUInancho一
 τiOnicgonado七rOphin(HC(})投与によって生ずる子宮多糖体構成成分の変動を経
 時的にし.らぺ,両者の比較検討を行った。得られた成績は、家兎子宮多糖体が,HGα投与に続
 く体内ホルモンの変化に顕著な影響を受けること,又,エUDはこれらの変化に対し,主として
 増量抑制効果をあたえることを示した。
 篤』二報に診いては,IUD使用人子宮内膜と,対照内膜を,増殖期前期と後期,分泌期前期か
 よび後期の四群に分け,子宮内膜多糖体の代襲的構成成分糖であるhexO8e,he瓦Oθa皿工ne,
 hexurOnicacidを定量し,両者の異同をしらべた。実験結果は,エび1)の存在により,
 子宮内膜glyCOgenの増婦抑制と.ホルモン支配下にかける酸性ムコ多糖体の正常な変動パ
 ターンの逼…れを刀く唆した。
 以上のことから,IUDの作用機序の一つとして,ホルモン支規不における子宮多糖体の正常
 左変化に対し,エUエ)が抑制又は遅延効果をあたえることにより.子宮の異常化を招き,妊卵の
 着床阻害をもたらすものと推定した。
 本研究は,工UDの作用機序の解明に重要な手がかりを与えたものとして,大きな意義がある。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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